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我が国には社寺建築や民家など、後世に伝えるべき伝統的木造建築物が数多く残されています。

文化財としてできるだけ元の形で保存される場合もあれば、現代的な用途への改修を加えて再生

され使われる場合もあります。いずれの場合も、不特定多数の見学者や利用者が建物内に入る

のであれば、今日の基準に見合うような耐震改修が求められます。本研究室では、こうした伝統

木造の耐震改修に際して、改修前の耐震性能を把握して耐震改修設計のための基礎資料とし、

また改修後にその効果を確認する目的で、常時微動測定や人力加振による振動測定、建築物の

3次元振動モデルを用いた地震応答解析などを行っています。特に川崎市立日本民家園では、こ

れまでに9棟について耐震改修前の測定、3棟について耐震改修後の振動測定を行っています。

常時微動測定は、人為的に振動を加えずに建築物の微かな振動を拾うため、建築物に損傷を与

える心配がありません。人力による加振も、建物の上部にいればわずかに感じられる程度の揺れ

で、常時微動よりは明確に振動特性を把握することが可能です。また近年では、このような伝統的

木造建築物についても、3次元振動モデルを用いた解析の精度が向上しており、地震応答解析を

行うことによって、大地震動に対する倒壊の危険性を推定したり、耐震補強の効果を確認したりす

ることが可能になっています。

●民家や社寺建築等の文化財の保存 ●伝統的木造建築物の保存再生 ●五重塔などの伝統

的木造建築物の耐震性の解明 ●我が国の木造文化の継承
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常時微動測定による固有振動数と振動モードの例
（旧三澤家耐震改修後）

3.17Hz 5.23Hz 5.44Hz

人力加振の様子（旧三澤家）

耐震改修前後の大地震動に対する地震応答解析結果
の例 （旧三澤家 左：改修前 右：改修後）




